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節点力の残差

繰り返し回数(iter)が著しく
大きくなる場合は収束判
定の「閾値」を0,005～0.01、
反復回数を100～300に設
定。ただし、最大繰り越し
回数に達した時の残差
(conv)が0.01～0.02程度に
おさまっている必要がある。

繰り返し回数

最大繰り返し回数に
達したときの残差が
0.019と0.01～0.02程
度におさまっている。
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